
JAGCE The 1st International WEB Conference 2020 

Feb. 6 (Sat)-7 (Sun), 2021                              
Towards the New Normal: Current Educational Situations and International Exchanges  
in Asia-Pacific Regions and the Impact of COVID-19 on International Student Mobility 

 
 

【開催案内第 3 報】 
2021.1.29 日現在 

グローバル人材育成教育学会第 8 回全国大会・第 1 回国際遠隔会議 

グローバル人材育成教育学会では第 8回全国大会を遠隔会議方式とし、その特性を活かした形で開催すること
となりました。海外からの招待講演、オンデマンド型の一般演題・賛助企業の発表に加え、コロナ下にもかかわ
らず積極的に学ぶ大学生や高校生等による発表も企画しています。今大会は発表者も内容も多岐にわたる盛り沢
山のプログラムで、招待講演では 6か国に関する講演、会員による一般演題と大学生、高校生等の発表で、延べ
60名以上が登壇します。東は米国・ハワイ州から西はスリランカまでの様々な国・地域に関する現地の最新事情
や COVID-19 の影響下での厳しい環境の中、「苦しいなかにも勇気が出る。元気が出る」新しい形の全国大会に
多くの皆様のご参加を賜りますよう心よりお待ちしております。「窮境に立つということは、身をもって知る尊
いチャンスではあるまいか。得難い体得の機会ではあるまいか。そう考えれば、苦しいなかにも勇気が出る。元
気が出る。思い直した心のなかに新しい知恵がわいて出る。」（松下幸之助『道をひらく』）の言葉通り、本大会が
勇気と元気が出る集いとなり、さらなる学会の発展に貢献できることを期待しています。  

                         国際大会組織委員長 理事長 小野 博（西九州大学客員教授） 
                     全国大会委員長 会長 勝又美智雄（国際教養大学名誉教授） 

         大会実行委員長 副会長 原 隆幸 
                      （鹿児島大学総合教育機構共通教育センター外国語教育部門長） 

                                   
【大会テーマ】 アジア・太平洋最新教育事情と国際交流のニューノーマル 

－現地の COVID-19・大学の授業状況・派遣と受入留学の現状－~ 
【開催期日】 2021年 2 月 6日（土）・7日（日） 
【幹事校】 鹿児島大学・総合教育機構共通教育センター外国語教育部門 
【プログラム概要】 詳細は下記一覧等をご覧ください 

★ 招待講演、記念講演、専門部会企画、支部研究会発表等（Zoom会議システム使用） 
★ 一般演題(オンデマンド形式) 17件 ＊参加方法の詳細は参加申し込みを頂いた方にお知らせします。 

 ★ 本学会会員の指導学生発表 12件：同期型発表 5件・非同期型発表 7件）  
【参加申し込み】  申し込みフォームはこちら⇒ https://forms.gle/sB2kbMhBya6p38LX8 

受付期間：2020年 12月 11日～2021年 2月 4日 23:59 
参加費（2日間分、単日参加も同額）： 

    ① 正会員・学生会員・大学会員（1名）・賛助会員（展示をしない場合）：1,000円 
    ② 非会員：2,000円 

③ 会員の指導学生及び高校生とその保護者等：無料 
【問い合わせ】 本大会に関するお問い合わせは全国大会専用フォームのみでの対応となります。 

⇒ https://forms.gle/dkT6zNxgQs7Ar53Q7 
   学会本部事務局は一切対応できませんのでご注意ください。 
 

https://forms.gle/sB2kbMhBya6p38LX8
https://forms.gle/dkT6zNxgQs7Ar53Q7


【プログラム詳細】（予定）＊詳細は変更する可能性がありますので予めご了承ください 

2 月 6 日（土） 
プログラム 司会 

12:45- Zoom ミーティング参加者入室開始  
＊ZoomURL は参加申し込み者のみに配布します（再配布厳禁） 

原 隆幸 
（鹿児島大学） 

13:00-13:10 開会式  
勝又美智雄（本学会会長、国際教養大学名誉教授） 
開催校挨拶  
武隈 晃（鹿児島大学、理事（教育担当）兼総合教育機構長） 

原 隆幸 
（鹿児島大学） 

13:15-14:00 九州支部研究会  
Reading assist 研究会 
「リーディング・アシスト・システム教材の開発と実践検証」 
青柳達也（佐賀女子短期大学）・佐々木有紀（福岡大学）・園部ニコル（西
九州大学）・小野 博（西九州大学）・乙武北斗（福岡大学）・吉村賢治
（福岡大学） 

原 隆幸 
（鹿児島大学） 

 

14:00-15:00 専門部会活動報告 
異文化対応力育成研究専門部会 

「異文化対応力育成研究専門部会活動報告－質問紙 2018 年度版から
2019 年度版へ－」 古村由美子（長崎大学）・工藤俊郎（大阪体育大学）・
佐々木有紀(福岡大学) 

原 隆幸 
（鹿児島大学） 

15:00-15:10 休憩 
賛助会員 プロモーションビデオ 

南部匡彦 
（国際短期大学） 

 
15:10-16:00 特別記念講演  

第 16 回 JICA 理事長賞受賞者 アーナンダ・クマーラ博士 
（名城大学初代外国語学部長・教授、本学会常任理事） 
「我、日本とスリランカの架け橋とならん－日本で国際交流・国際協力活
動に携わって－」 
祝辞 勝又美智雄（本学会会長、国際教養大学名誉教授） 

原 隆幸 
（鹿児島大学） 

16:00-16:10 休憩 
賛助会員 プロモーションビデオ 

南部匡彦 
（国際短期大学） 

16:10-16:40 学会論文賞授賞式 
受賞者 勝又美穂子（大阪大学接合科学研究所・特任准教授）・橋本知恵
（大阪大学接合科学研究所・特任講師） 
「文理融合実践型研修における文理学生の認識比較（大阪大学カップリン
グ・インターンシップより）」（第 7 巻第 2 号） 
祝辞 勝又美智雄（本学会会長、国際教養大学名誉教授） 

原 隆幸 
（鹿児島大学） 

16:40-16:50 九州支部総会 
原 隆幸（グローバル人材育成教育学会副会長・九州支部長、鹿児島大学） 

原 隆幸 
（鹿児島大学） 

 
 
 



2 月 7 日（日）（招待講演） 
プログラム 司会 

09:45-10:00 Zoom ミーティング一般参加者入室開始  
＊ZoomURL は参加申し込み者のみに配布します（再配布厳禁） 

古村由美子（長崎大
学） 

10:00-12:00 Invited-Symposium 1 (English Session) 
Current Educational Situations and International Exchanges in  
Asia-Pacific Regions & The Impact of COVID-19 on International  
Students Mobility 
【Speakers】 
Australia 
Courtney Pedersen （ Senior Lecturer ・ Queensland University of 

Technology） 
Taiwan 
Lynne Lee（Vice President of International Affairs, Vice President of 

Industry-academia Affairs and University Extension, Assistant 
Professor, International Business and Trade Program・Ming Chuan 
University） 

Hawaii, U.S.A. 
Damian Zukeran（Special Program Coordinator・University of Hawaiʻi 

Kapiʻolani Community College） 
Joseph Overton（Department Chair, Paul S. Honda International Center 

and Professor, Political Science・University of Hawaiʻi Kapiʻolani 
Community College） 

Takashi B. Miyaki（Admissions and marketing・University of Hawaiʻi 
Kapiʻolani Community College） 

【Moderator】 
Nicole Sonobe (Vice-
director International 
Exchange Center・

Nishikyushu 
University)  

12:00-12:15 休憩  

12:15-13:15 
賛助会員プロモーション：日経メディアマーケティング、学研プラス/TGG
日本スタディ・アブロード・ファンデーション（申し込み順） 

仲谷ちはる 
（明治大学） 

13:15-15:15 招待講演 2（日本語セッション） 
アジア・太平洋最新教育事情と国際交流のニューノーマル－現地の 

COVID-19・大学の授業状況・派遣と受け入れ留学の現状－ 

 

日本・スリランカ 

アーナンダ・クマーラ（名城大学外国語学部・教授） 

ベトナム 

勝又美穂子（大阪大学接合科学研究所・特任准教授） 

 
総括 
勝又美智雄（本学会会長、国際教養大学名誉教授） 

青柳達也 
（佐賀女子短期大学） 

15:15-15:30 休憩  
15:30-15:45 閉会式 

 
古村由美子 

（長崎大学） 
15:50-16:50 情報交換会（Zoom ブレークアウトルーム使用）   

 



開催 2 日目 2 月 7 日（日）午前の部 教育連携部会企画 
10:50-11:00 Zoom ミーティング一般参加者入室開始  

 ＊招待講演等の ZoomURL とは異なりますのでご注意ください 
11:00-12:30 専門部会企画 

教育連携部会 JAGCE Youth: U-25 スピーチ大会“いまを生きる” 
参加予定者 

高等学校 愛媛大学附属高等学校  
鹿児島県立喜界高等学校  
桐蔭学園高等学校  
明治大学付属明治高等学校  

大 学  玉川大学   
明治大学  

社会人   喜界町教育委員会外国語指導助手(ニュージーランドより)  
玉川大学卒業生  

 
開催 2 日目 2 月 7 日（日）午後の部 指導学生発表・選抜（同期型）  
12:50-13:00 Zoom ミーティング一般参加者入室開始  

＊招待講演等の ZoomURL とは異なりますのでご注意ください 
13:00-15:30 
 
 
  

指導学生発表（選抜） 
司会  茂木つばさ （産業能率大学経営学部 3 年） 
    柴田遼空  （産業能率大学経営学部 3 年） 
    中村美月  （名城大学外国語学部国際英語学科 2 年） 
発表 20 分間 質疑応答 10 分間 
13:00-13:30 発表 1  

中里百李・佐々木里菜・虫明誠悟・佐久間翔大・三上華怜 
（産業能率大学経営学部 3 年） 

  「日米の MacBook ユーザー向け URUSHI キーボードカバーの商品提案」 
13:00-13:30 発表 2  

杉本柚乃（名城大学外国語学部国際英語学科 3 年） 
  「在日留学生・在日外国人のイマと新たな交流のカタチ」 
14:00-14:30 発表 3  

エイモスさくら（愛媛大学附属高等学校 1 年） 
  「コロナ禍でも充実した生活」 
14:30-15:00 発表 4  

島村和佳奈・服部史歩・小林くるみ・富田翔大・佐藤 翼 
（産業能率大学経営学部 3 年） 

  「ウルシの廃材を再利用した日本と中国に向けての商品開発 
                   （SDG’s を意識した新しいサンダル）」 
15:00-15:30 発表 5  

大口真史（名城大学外国語学部国際英語学科 3 年） 
  「『名城大学チャレンジ支援プログラム』における大学の選抜  

コミュニティと『マインドの涵養の共同体』実態」 



非同期型（オンデマンド）プログラム（詳細）2 月 6 日（土）・7 日（日） 

大会期間中を通じて発表動画が限定公開されますので各自ご都合のよい時間帯にご覧いただけます。 

なお、発表者への質問は発表者の指示に従ってメール等で個別にお願いします。 

 

一般演題発表一覧 
佐々木有紀（福岡大学）・新田よしみ
（福岡大学） 

コロナ渦で海外研修が中止になった学生の意識調査（BEVI-j の分析
を中心に） 

上杉裕子（県立広島大学） グローバル人材育成教育を目標とした国内での国際交流事例 

津田晶子（中村学園大学）・仁後亮介
（中村学園大学短期大学部） 

食を通じたグローバル人材育成を考える：九州を例に（科研費プロ
ジェクト報告書「福岡県における外国人留学生の食育に関する実態
調査結果」をもとに）  

市村光之（横浜国立大学大学院） 実践的異文化コミュニケーション入門科目の試み（海外に行かなく
てもグローバル人材になれる） 

斎藤裕紀恵（中央大学） オンライン英語授業での海外大学の学生との言語交流の可能性と課
題 

藤井三和子（兵庫教育大学大学院） ベトナムにおける A 社を仲立ちとする日本人学生の臨床的交流の意
義と可能性 

勝又美穂子（大阪大学） Negative Capability とグローバル人材力に関する研究計画について 
髙松侑矢（九州共立大学） 企業の公用語と人材活用（インクルージョンの視点から） 
畑中みどり（大阪学院大学）・孟涛（大
阪学院大学） 国際化のニューノーマルに向けての中規模大学の取り組み 

高城宏行（玉川大学文学部） グローバルコンピテンスの育成における国際的な経験の効果：高校
生と大学生の経年調査 

奥山則和（桐蔭学園） コロナ禍に対応した国際交流事業－大規模私学中高一貫校の場合－ 

大膳 司（広島大学） 「外国人研究者と共同研究している大学教員」の研究（形成過程と
活動状況を中心として） 

大塚 圭（中央大学杉並高等学校） 普遍的な「グローバルなものの見方」の育成についての考察 
斎藤裕紀恵（中央大学）・飯尾 淳（中
央大学） 

新学部における Global Projects の実施、Covid-19 前後の展開と今
後の展望 

川﨑由花（兵庫教育大学） 大学院におけるライブ配信によるニューノーマル授業の実験的実践 
阿川敏恵（清泉女子大学） 日本人英語学習者の動機づけ（やる気の「潮流」の発生と持続） 
内田富男（明星大学） 「世界英語」俳句の試み（グローカル人材の育成を目指して） 

 
指導学生発表（オンデマンド） 

柴田遼空・唐木将彦・片井梨帆・松永麗々（産業
能率大学経営学部 3 年） 

ウルシの木を活用した日本人・北米人向け商品提案（ぐ
いのみ「URUSHI ぐい」） 

茂木つばさ・長谷川聖・横山友哉・岡﨑智洋（産
業能率大学経営学部 3 年） 

ウルシの木を活用したつり革の開発（SDGs の取り組
み） 

中村美月・高橋一見（名城大学外国語学部 3 年） ポストコロナにおける途上国の教育支援 
中村美月・山田 明（名城大学外国語学部 2 年） ポストコロナにおける空港の在り方 
三畝陽大・西田悠人（名城大学外国語学部１年） これから求められる人材と自分がその人材になる為に

するべきこと 
玉井君果・駒 明華(名城大学外国語学部１年） 私が思うグローバル人材 
市野萌香・祐成志桜里（名城大学外国語学部 1 年） グローバル人材になるためのコミュニケーション能力 
 

【今後の大会開催予定】 

 

北海道支部大会２月２７日   中部・関西地区広域合同大会（仮称） ３月６日 

 


